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▲パルク利用者作「首里城」

今回の表紙はパルクで作成された首里城の作品です。
復興に携わる方々への感謝と復興への願いを込めて作られました。

医療法人
陽 和 会

（基本理念「療養者の立場に立った医療

言－モニ罪印可》①チームワークが良く信頼される病院

羊山 丙院南 病院

‐、盗

②向上心を持ち良質の医療をめざす
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（守謙 南山病院ホームページがリニュ幽アルしました！

　

昨年から４０周年記念事業の一環として準備を進めてまし、りました南山病院の

ホームページがこの度リニューアルオープンいたしました。各部署・各施設の皆様

が業務の合間を縫って記事の作成や写真撮影に協力してくださり、無事に公開を

迎えることができました。

　

新しいホームページは、従来よりも見やすく、使いやすいデザインへと生まれ変わり

ました。スマートフオンやタブレットからも快適に閲覧できるようになり、幅広い

年齢層の方にも配慮したユニバーサルデザインを取り入れております。また、院内の

雰囲気やスタッフの様子が伝わるよう写真を多く掲載し、初めて来院される方にも

安心してご覧いただける内容となっています。

　

今後は、ホームページを通じて各部署・各施設の取り組みや行事の様子など最新の

情報をお届けしてまいります。皆様にとって、南山病院のホームページがより身近

に感じられるよう、温かく信頼できる情報発信を心がけてまいりますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。

　

なお、現在法人サイトの公開に向けても準備を進めております。こちらも各施設

情報・求人情報など皆様にとって有益な情報をお届けできるよう企画しております

ので、どうぞお楽しみにお待ち下さい。
ゆり病棟

　

作業療法士

　

大城 雅之　

　

　
　
　　

　

　　
　

　

　
　

　　

　
　
　

　

　　

　
　

　

　

　　　　　　　　　

　　

　　　

　

　　

　　　

棟

一
焚
き
も
み

　　　　　　　　　　　

ｏ

　

ミ
ー

　

　　　
　　

　　　　　　　

　

　

　　
　

　　

　

　

ｒせ行きかしましきコ

ード
－－－〕ノ““細い

　　　　　　　　　　　

　　　　 　　　
　

　

　　
　

　　　　　　　　　　　

、

　

ーー
ｒ
ｒ

　

ｒ－
ｒ

０）蟹〒を南山病院

　　　　　

　

　　
　

　　　　　　　　　　　　

▲

い専門件で、を満たす。

パソコンはもちろん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛「リ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ーぁｒ

　

ｒ
ホームぺ■ジはこちらから

　

きく←

　

″

スマートフオンやタブレットからも

　　　　　　　　　

ぁ旧似釧αめ

　　　　

ｒ
ｒｒ
ｒ

分かりやすく閲覧できます！

　　　　　　　　　

．

　　　　

の

　　　　

ｅ

　

ｒリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

の

　　

もｒ
ｒ

　

ｒ
ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

　

　

　

園



開
４ 月２６日、 くくる糸満にてオレンジカフェカフェ） を開催しました。

（認知症

今回は糸満市介護長寿課、株式会社シコク、サトウ株式

会社が共催で参加してくださし、ました。当法人理事長による

「認知症について」の講話と座談会に加え、介護機器と福祉

用具の展示も行し、、参加者の皆様に実際に車椅子や手すり、
電動ベッドをお試しし、ただきました。

糸満市や八重瀬町から４０名のご参加があり「医師の講話

が勉強になった」「相談が出来てスッキリした」「みんな笑顔

になっていた」など嬉しい感想をたくさんいただきました。
また、私自身も地域の方々の相談事やアイディアを聞くこと

ができ、とても勉強になりました。
次回は ７月の開催を予定しています。皆様のご参加を

お待ちしております。

重度認知症デイケアきらら 主任

　

上地 ちさと

理事長先生の講話
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職員交流食事会
昨ぎ饗宴豊麗た蜜闘冨毒藁１冨呈最墨麗に り
した。部署や職種、役職に関係なく仕事の話やプライベートの話で盛り上がる様子も見られ、
参加者全員が会話と食事を楽しみながら交流を深めています。
食事会を通してこれまで接点が無かった職員同士もコミュニケーションを取ることができ、
更なるチームワークの向上に繋がっていると実感しています。患者様や地域の方々から信頼

される病院であるためにチーム医療を目指し、これからも様々な形で職員交流の場を作って

いきたいと思います。

人事課
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今回のお弁当
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篭闘おｗＬｓの野菊を使っマピザ作・′壊諺ず

　　　　

－クライフサポート南山では畑で野菜を作り、

　　　　

病院の売店前などで販売を行ってし、ます。

　

しかし、これまで利用者さまが自分達で作った野菜

を□にする機会はあまりありませんでした。そこで今回、
レクリエーションの一環として、 畑で収穫した野菜を使

し、ピザやサラダを作って食べようとし、うイベントを開催

しました。思い思いにトッピングしたピザをデイケア

パルクお手製のピザ窯で焼き上げました。見た目は

もちろんのこと、味も美味しく焼き上がり皆さん大満足

のイベントとなりました。

　

またこのようなイベントを開催できるよう畑作業も

－層頑張ってし、きたし、と思し、ます。

ワークライフサポート南山
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圃－１１ イケアパルクではｓＤＧｓの一環として倒木を活用した作品づくりを行つてし、ます。

　　　　

この作品づくりは、 一昨年８月に県内に大きな被害をもたらした台風６号により当

法人の敷地内にも多くの倒木が発生し、大きく成長した樹木をそのまま廃棄処分するのではな

く、活動に再利用できなし、か考えたことがきっかけです。

　

倒木は使いやすいように切り分け乾燥させて使用して

います。始めたばかりの頃は試行錯誤しながら行ってい

たため、 乾燥前に作品づくりに取り掛かりなかなか上手
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感じること ができたと思います。

　　　　　　　　　　　　　

艶一鼠

　

ノ～豊 三 －ゞ－

　

～ キ ソ

　

台風被害は歓迎されるものではありませんが、その後

にー吹く希望を、 作品づ＜りを通じて感じ取れるように
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　　　　これからの活動に活かしてし、きたいと思います。

精神科デイケアパルク

　

長田 紀元

木材を
利用した
作品
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利用者さまの作成した

数偽くの作品も

表紙を飾ってくれました

広報誌『なんざん』１００号に到達

成１５年の第１号発刊から始まりました広報誌「なんざん」は、
令和７年５月号発刊を持ちまして記念すべき１００号を迎え

ることができました。これも、地域の皆さまの継続的な温かい支援と、当法人職員の協力の
おかげです。この場をお借りして深く感謝を申し上げます。

　

本誌は 「南山病院を知ってもらう」 をテーマに、地域のニーズや当院の取り組み、スタッフの思い、
患者さまの声などをお届けしてまし、りました。当院が設立し、昭和、平成、令和と時代をまたぐなか、
精神科医療を取り巻く環境が大きく変化し、それとともに広報誌の役割もまた変化してきたと感じ
てし、ます。我々編集部としては情報を届けるだけではなく、皆様の共感と理解を深めるきっかけと
なることを願っております。

　

近年「なんざん」はバックナンバーで法人の歴史を振り返ることができる存在にもなってきました。
次世代で活躍してし、く職員や、当法人を支えてし、ただいてし、る関係施設や地域の皆さまにとっても、
思し、返せる良い「軌跡」となる広報誌にしてし、きたいと思っています。

　

１００ 号という大きな節目を迎えるにあたり、これまでの歩みを振り返りながら、今後もより充実
した内容を皆様にお届けできるよう努力してまいります。今後とも変わらぬご支援、ご協力を賜り
ますようお願し、申し上げます。
最後になりますが、皆さまのご健康とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

広報委員会委員長

　

リハビリ部部長
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変更されました
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現在使用してし、る
デザインへ変わり
ました

縁痔．な糎ん

２０１７年１月

第５０号
初めて６ページの
特別号が発行され
ました
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つた３月８日（土）認知症デイケア「きらら」
「きらら２」合同の家族会が開催されました。
家族会ではご家族の皆さんに日頃利用者

の 体 験 を してし、た だ き ま した。
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，

　　　　　

も
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，鰯饗翻灘霊園鑑識耀き
達成感を味わっているようでした。

　

また、座談会では自宅での困りごとを家族同士でアドバイスを行う場面もあり、認知症に
対する治療は薬物療法や医師や専門職のアドバイスよりも、実際に対応に直面されてし、る当事者
同士の意見交換が何よりも意義があるのではなし、かと感じました。

　

ありがたし、ことに今後も定期的な家族会を望む声をし、ただし、ておりますので、更に実りある
支援ができるよう企画して参りだし、と思し、ます。
家族会へご参加し、ただし、だ皆さん、ありがとうござし、ましだ。
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重度認知症デイケアセンター

　

センター長

　

門脇 千尋
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新入職員研修を通して受動喫煙の恐ろしさや副流煙の怖さを学ぶことが出来ました。
私が若し、頃はデスクに灰皿を置き喫煙しながら仕事をする方、バスの座席には灰皿があり

閉め切った車内でＤ喫煙する方もおり、タバ］の煙は苦手だと思いながら過ごしてきました。

　

今も友人の中にはヘビ」スモーカーの方がし、ます。今回の研修で学んだことを粘り強く伝え、
友人のタバコに対する意識を変えてし、けるよう、私も学びながら啓発してし、こうと思います。

障害者就業・生活支援センターブリッジ

　

花城 幸江
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附属施設

◎この内容はインターネット（ｈｔｔＰ：／／ｗｗｗ．ｎａｎｚａｎ．ｏｒ．ｊｐ／）でも公開しております。

ー日１ー１１蕗扇．三局

　　　　

－潤一Ｅ嬬扇 ※本誌はＵＤフォントを使用しております。

精神科 デイケア・デイナイトケア・ナイトケア バルク
重度認知症デイケアきらら・きらら２
訪問看護ステーションひまわり
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